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平成２４年度一般会計決算は、歳入総額２１９億 6，815 万８千円、歳出総額 212 億 884 万 6 千円で、

形式収支７億５，９３１万２千円、実質収支でも 7 億 3，316 万 4 千円の黒字となりました。 

政力指数は０．８4、経常収支比率や公債費負担比率等の主要財務比率も健全でした。 

 24 年度一般会計補正予算は、10 億 4,400 百 98 千円を追加し、歳入歳出総額を 189 億 1,972 万 2

千円。財政調整基金に 7 億２千 9 百万円の積み増しを行った他、道路の維持・補修・改良等の事業に。 

 

【24242424 年度決算討論要旨 稲垣】 

東日本大震災と福島の原子力発電所の事故から２年半、被災地では道路や橋、港湾の整備も進み、

ガレキの処理のメドもついてきました。しかし、高台移転をはじめ“新たなまちづくり”の姿は未だ見えませ

ん。とりわけ、福島では生活再建と将来への不安は解消されず、除染作業も遅れています。また、原発事

故は収束せず、汚染水問題もコントロールされているとは言い難い状況にあります。 

こうした中、第５次吉川市総合振興計画のスタートの年である２４年度は、重点テーマに沿った事業が

進展しました。市民改革クラブとしては、今後の市政への要望と期待を明らかにし、具体的対応を求める

とともに、『市指定医療機関除外問題及びフロリデーション推進について』、市の説明が極めて不十分で

あることを指摘したうえで、２４年度決算に同意しました 

 

重点テーマ、計画に沿い事業の拡充・推進がみられた 
 1 防災対策 防災計画の見直しと避難所４カ所に防災倉庫を整備。２ 学校整備 美南小学校の施設

整備をはじめ、北谷小体育館の耐震補強・大規模改修工事並びに、栄小学校体育館の耐震補強と大規

模改修設計を実施後、今年３月補正で繰越明許費を計上しこの夏工事が完了。3 子育て支援では、民間

保育所が２園整備され、１４０名の受入れにより待機児童が解消。延長保育や送迎保育事業もスタート。

４ 都市基盤整備では、吉川美南駅が開業。県道葛飾吉川松伏線の開通、越谷・吉川線については、大

場川から県道加藤平沼線へつなぐ道路用地買収が始まった。5 新庁舎建設については、庁舎建設の基

本的方向性が明らかとなり、建設基本計画へとつなぎました。 

 

さらなる「行財政改革の推進」「市政の透明化」を！  
『行財政改革の推進』・『開かれた市政』実現の為、人材の配置・活用を図り、財政措置を講じるととも

に以下の具体的課題解決へ向け、迅速かつ実効性ある取り組みを求めました。 

①新庁舎建設 スピード感をもって、建設基本計画の実現を図る②防災対策 地域の総力を結集し、防

災対策、防災力強化を迅速・適切に整備推進する③少子高齢化対策 待機児童の解消及び就労支援に

繋がる家庭保育室への支援拡大。５大疾病対策と介護・認知症予防。地域包括ケアシステムの整備促

進。④保健・衛生対策 『市指定医療機関除外問題解決』の為、適切な措置を講ずる。フロリデーション

推進活動の即時中止。⑤環境対策 ゴミの減量・分別・資源化推進と小松川工専地区の産廃業者対策。 

                                                         (いながき記)  
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が
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定
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機

関
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し
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市

は

、

両

医

師

が

吉

川

松

伏

医

師

会

か

ら

除

名

さ

れ

た

こ

と

を
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の

１０

月

に

知

り

な

が

ら

、
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接
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認

す

る

こ

と

も

せ
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、

市

指

定

医

療

機

関
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ら
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こ
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も
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え

ず

、

事

態

収

拾

へ
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働

き

か

け

も

し

て

い

ま

せ
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予

防

接

種

等

の

委

託

に

つ

い

て

は

医

師

会

と

の

契

約

で

す

が

、

両

医

師

が

除

名

に

よ

り

市

指

定

医

か

ら

外

れ

、

委

託

が

出

来

な

く
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れ
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大

き
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混

乱

を
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こ

と

に

な

り
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当

然

、
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異

常

事

態

”

は

予

見

で

き

た

は

ず

で

す
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市
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と
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』
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も
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６
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収
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、
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ど
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６
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、
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収
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を
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日
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開
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案
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な
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案
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●

市

条
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改
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介
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計
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け
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築

物
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例
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●

市
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路

線

認

定
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止

●

損

害

賠
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の

額
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定

め
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に
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い

て

●

24
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計
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追
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Ⅰ
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これは「管理危機」だ 

 

乱

暴
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と
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勝

正

勝

正

勝
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二

つ
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医

療

機

関

が

市

の

指

定

医

療

機

関

か

ら

は

ず

さ

れ

て

半

年

が

経

過

。

除

名

さ

れ

た

ク

リ

ニ

ッ

ク

を

同

等

に

扱

え

ば

、

吉

川

・

松

伏

医

師

会

の

協

力

が

得

ら

れ

な

く

な

る

恐

れ

が

あ

る

。

そ

う

な

れ

ば

多

大

の

影
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出

か

ね

な

い

―

。

市

は

判

断

の

正

当

性

を

一

貫

し

て

主

張

。

し

か

し

事

態

収

拾

の

メ
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は

な

く

、

し
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寄
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え

な

い

。

 

事

実

上

、

唯

一

の

産

婦

人

科

医

院

。

24

年

度

こ

こ

で

の

定

期

予

防

接

種

は

２

，

２

２

９

件

。

区

域

外

扱

い

と

な

っ

た

25

年

４

月

以

降

５

ヶ

月

間

、

申

請

件

数

は

わ

ず

か

１

５

８

件

。

当

該

機

関

へ

の

影

響

と

と

も

に

弱

い

立

場

の

母

親

た

ち

へ

の

し

わ

寄

せ

、

困

惑

の

姿

が

浮

か

ん

で

く

る

。

こ

の

ま

ま

放

置

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

。

９

月

議

会

で

は

こ

の

事

態

は

あ

ま

り

に

も

乱

暴

な

、

誤

っ

た

行

政

運

営

に

よ

る

失

政

が

招

い

た

も

の

。

「

管

理

危

機

」

で

は

な

い

か

と

の

姿

勢

で

臨

ん

だ

。

 

 子

育

て

は

重

点

施

策

 

胸

を

張

れ

る

対

応

か 

 

「

子

育

て

支

援

」

は

市

政

の

柱

「

医

療

費

の

負

担

ゼ

ロ

」

を

中

学

生

ま

で

広

げ

る

と

と

も

に

平

成

19

年

に

は

窓

口

で

証

明

書

を

見

せ

る

だ

け

で

受

診

で

き

る

よ

う

に

前

進

を

は

か

っ

た

。

定

期

予

防

接

種

も

同

じ

扱

い

と

な

っ

た

。

そ

れ

を

い

と

も

簡

単

に

放

棄

。

市

は

答

弁

の

中

で

予

防

接

種

は

医

師

会

と

の

契

約

。

２

医

療

機

関

は

除

名

で

構

成

員

で

な

く

な

っ

た

。

混

乱

を

避

け

市

民

の

健

康

を

守

る

に

は

こ

の

選

択

が

ベ

ス

ト

だ

と

の

考

え

を

繰

り

返

し

た

。

 

「

子

育

て

支

援

」

は

後

退

さ

せ

な

い

。

そ

の

信

念

が

あ

れ

ば

、

行

政

の

取

り

組

み

は

も

っ

と

説

得

力

を

持

つ

対

応

に

な

っ

た

の

で

は

な

い

か

。

医

師

会

側

や

除

名

の

２

医

療

機

関

に

つ

い

て

市

は

打

開

の

話

し

合

い

も

し

て

い

な

い

。

大

事

な

判

断

を

現

場

を

無

視

し

て

市

長

、

副

市

長

、

部

長

の

３

人

で

決

め

て

い

る

。

情

報

の

公

開

も

説

明

責

任

も

果

た

し

て

い

な

い

と

指

摘

。

市

民

や

見

守

る

職

員

た

ち

に

胸

を

張

れ

る

取

り

組

み

、

行

為

な

の

か

と

重

ね

た

。

 

 「
裁

判

」

は

失

政

 

 
 

医

療

は

共

有

財

産

 

 
 

 

市

民

の

「

福

祉

の

増

進

」

が

使

命

の

公

共

機

関

が

、

行

政

運

営

を

め

ぐ

っ

て

裁

判

の

被

告

に

な

る

。

40

年

、

50

年

。

見

識

と

業

績

あ

る

医

師

を

相

手

に

裁

判

を

受

け

る

。

異

常

で

あ

り

、

そ

の

こ

と

事

態

が

「

失

政

」

を

意

味

し

て

い

な

い

か

。

医

療

は

安

心

の

基

盤

で

あ

り

、

市

民

の

「

共

有

財

産

」

。

そ

の

セ

ー

フ

テ

ィ

ネ

ッ

ト

が

揺

ら

い

で

い

る

―

。

こ

う

し

た

見

解

を

示

す

と

と

も

に

「

調

停

」

を

一

つ

の

き

っ

か

け

に

、

一

度

原

点

に

戻

っ

て

出

直

し

を

は

か

る

べ

き

だ

と

直

言

し

た

。

「

調

停

」

は

話

し

合

い

で

収

拾

が

で

き

な

い

か

、

相

互

に

さ

ぐ

り

、

働

き

か

け

る

場

。

10

月

の

２

回

目

の

調

停

作

業

に

ど

う

臨

む

の

か

。

市

長

の

英

断

の

発

揮

を

と

促

し

ま

し

た

。

 

 

 

 

 
 

激

動

。

不

確

実

で

予

測

の

難

し

い

時

代

。

国

も

企

業

も

地

域

も

個

々

人

も

様

々

な

「

リ

ス

ク

」

に

日

常

的

に

直

面

す

る

。

ど

う

向

き

合

う

の

か

。

 
 

「

危

機

管

理

」

を

迫

ら

れ

た

時

手

法

を

間

違

え

る

と

一

転

し

て

管

理

に

よ

る

危

機

に

さ

ら

さ

れ

る

。

吉

川

市

の

今

回

の

裁

量

権

行

使

は

そ

の

「

管

理

危

機

」

の

典

型

に

な

る

だ

ろ

う

。

 

 

美

南

に

移

り

住

ん

だ

若

い

お

母

さ

ん

が

赤

ん

坊

を

抱

い

て

議

会

の

本

会

議

、

請

願

審

査

の

委

員

会

を

傍

聴

。

▽

い

く

ら

聴

い

て

も

分

か

ら

な

い

。

▽

医

師

会

が

協

力

し

な

い

っ

て

本

当

？

▽

出

産

し

た

な

じ

み

の

先

生

で

接

種

も

一

緒

に

済

ま

せ

た

い

―

と

話

し

て

い

た

。

同

じ

委

員

会

を

傍

聴

し

て

い

た

大

久

保

医

院

の

先

生

が

外

野

席

か

ら

大

き

な

声

で

一

喝

す

る

、

そ

ん

な

一

幕

も

あ

っ

た

。

信

頼

関

係

が

崩

れ

、

思

わ

ぬ

事

態

や

損

失

も

起

こ

り

か

ね

な

い

。

道

に

迷

っ

た

時

は

「

引

き

返

す

」

。

重

大

な

リ

ス

ク

に

遭

遇

す

る

前

に

、

ま

ず

４

月

以

前

の

状

態

に

戻

す

。

期

限

を

切

っ

て

収

拾

に

乗

り

だ

す

。

そ

の

経

緯

を

全

面

的

に

公

開

す

る

。

医

師

会

と

２

医

療

機

関

に

は

公

器

で

あ

る

こ

と

を

し

っ

か

り

自

覚

し

て

も

ら

い

た

い

。

（

い

と

う

）

 



                    いながき・いとうのいながき・いとうのいながき・いとうのいながき・いとうの 9999 月議会月議会月議会月議会活動活動活動活動報告報告報告報告    

                                

    

    

子育て支援で全国子育て支援で全国子育て支援で全国子育て支援で全国一斉に一斉に一斉に一斉に     

 これは女性の社会進出。働くお母さんたちの支援が狙い。この１０月から１１月にかけて全国一

斉の大規模な世論調査。政府は消費税引き上げに伴う昨秋の三党合意で子育て支援の拡充

についても実施を確認。27 年度から児童手当の見直しや待機児童の解消、学童保育の 6 年生

までの延長、幼保一体・認定子ども園の推進なども目指している。これに先立ち現状の分析、評

価。今後の施策への期待や方向をさぐるために行う。 

 吉川市では就学前と就学後の保護者各 1,500 人を対象にそれぞれ意向調査。市独自の送迎

バスや養護児保育などの質問項目も加え、30 項目前後の内容。自由記述欄も。市では 9 月 27

日新メンバーによる児童福祉審議会でこの内容を説明。年明けには速報値を踏まえて「子育て

支援」の拡充策をまとめ審議会にはかる方針です。 

 

美南駅東口周辺地区開発美南駅東口周辺地区開発美南駅東口周辺地区開発美南駅東口周辺地区開発 

 9 月 25 日から 29 日にかけて 4 回。市長も出席し地権者（299 人）への事業計画説明会を開催。 

 第 1 回目は中新田自治会館に 30 人余が参加。事業計画の概要は、▽施行者は吉川市▽面

積 60ha▽施行期間 27 年度から 10 年▽平均減歩率約 50％（公共減歩 22％、保留地減歩 28％）

▽総事業費 174 億円。内訳は▽保留地処分金 103 億円▽国庫補助金 48 億円▽市単独費 21

億円など。▽軟弱地盤のため 2 年程度の「土盛」が必要で整地費 31 億円を見込む。▽26 年度

中には都市計画決定▽27 年度事業開始をめざすとの方針を示した▽この説明に対し、「開発の

コンセプトがみえない」「エリア内は農地が大半、移転は極力しないように」「民間の資金や知恵

を」等の意見も―。市の責任施行であり、地権者の合意がまずは第 1 の関門です。 

 

新庁舎と吉川橋新庁舎と吉川橋新庁舎と吉川橋新庁舎と吉川橋 

 新庁舎は 8 月 11 日に設計業者(6 社)による公開のプレゼンテ－ション。審査の結果、東京の

「佐藤総合設計」に。９月市担当者と設計業者、レイアウトの岡村製作所の３者による協議開始。

年度内に「基本設計」。公開。この間に庁舎の位置、階数、内外のレイアウトも順次固まることに。

パブリックコメントを求めた上で「実施設計」の段取り。一段の早期完工も検討課題に。 

 吉川橋は 11 月に仮橋着工。一年後に使用開始。９月２９日地元説明会。歩道含め幅９ｍ。吉

川橋から加藤・平沼線（２５ｍ道路）の全線開通は３１年度完成の見通し。大場川から先（390ｍ）

は吉川市単独事業。用地買収 62％済み。中央土地整備事業は国の予算のはりつきの遅れも。 

編

集

後

記 
  

『

大

久

保

ク

リ

ニ

ッ

ク

で

公

費

予

防

接

種

と

公

費

助

成

の

子

宮

ガ

ン

検

診

が

受

け

ら

れ

る

よ

う

に

求

め

る

請

願

』

 

が

議

会

で

不

採

択

と

な

っ

た

。 
 

本

会

議

や

委

員

会

で

の

質

問

、

審

査

内

容

か

ら

す

る

と

、

不

採

択

の

理

由

は

①

請

願

の

件

名

が

不

正

確

②

趣

旨

の

一

部

が

誤

解

を

与

え

る

表

現

③

係

争

・

調

停

中

の

案

件

等

。

公

費

予

防

接

種

は

、

『

区

域

外

接

種

』

の

手

続

き

を

す

れ

ば

受

け

ら

れ

る

し

、

市

が

指

定

医

療

機

関

か

ら

除

外

し

た

訳

で

は

な

い

。

市

は

医

師

会

と

契

約

し

て

お

り

、

医

師

会

を

除

名

さ

れ

た

こ

と

で

契

約

で

き

な

く

な

っ

た

、

と

い

う

。 
 

そ

う

言

い

切

れ

る

の

か

。

市

の

保

健

カ

レ

ン

ダ

ー

や

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

は

、

市

指

定

医

療

機

関

リ

ス

ト

か

ら

外

し

、

『

受

診

で

き

な

く

な

る

医

療

機

関

』

と

し

て

、

大

久

保

・

石

井

ク

リ

ニ

ッ

ク

の

名

前

は

あ

る

が

、

『

区

域

外

接

種

』

で

受

け

ら

れ

ま

す

と

は

書

か

れ

て

い

な

い

。

問

い

合

わ

せ

が

あ

れ

ば

、

答

え

て

い

る

の

が

実

情

。

ま

た

、

医

師

会

が

勝

手

に

市

指

定

医

療

機

関

を

決

め

て

い

る

わ

け

で

は

な

い

。

最

終

的

に

そ

れ

を

認

め

る

の

は

吉

川

市

で

あ

る

。 
 

い

ず

れ

に

し

て

も

、

『

今

ま

で

通

り

予

防

接

種

や

子

宮

が

ん

検

診

を

受

け

ら

れ

る

よ

う

に

し

て

ほ

し

い

』

と

い

う

市

民

の

願

い(

願

意)

を

『

議

会

』

は

な

ぜ

理

解

出

来

な

い

の

か

。 
 

若

い

お

母

さ

ん

や

赤

ち

ゃ

ん

、

婦

人

方

か

本

当

に

困

っ

て

お

り

、

こ

の

異

常

事

態

を

解

決

し

て

ほ

し

い

。

議

会

と

し

て

も

受

け

止

め

て

ほ

し

い

と

の

請

願

で

あ

る

。

痛

み

を

共

有

し

、

寄

り

そ

う

の

が

『

議

員

』

の

立

場

で

は

。

 
 

 
 

(

い

な

が

き) 
 


